
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
金
総
額

　

３
９
３
万
８
２
５
０
円

▼
募
金
の
主
な
使
途

○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で

の
啓
発
事
業

・
７
４
万
１
５
４
８
円

　

公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
、
地
区

講
演
会
、
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
、
学
校
で
の
講
話
会

○
団
体
の
活
動
に
対
す
る
補
助

・
２
７
７
万
５
０
０
０
円

　

飯
田
地
区
保
護
司
会
、
飯
田

市
更
生
保
護
女
性
会
、
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
、
飯
田
人
権

擁
護
委
員
会
中
部
部
会

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
事

務
局
（
福
祉
課
内
）

　

内
線
５
３
７
３

 

平
成
20
年
度
中
に
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
減
額
と
な

っ
た
方
で
、
年
度
途
中
に
年
金

か
ら
の
保
険
料
の
天
引
き
が
終

了
し
た
方
は
、
４
月
分
は
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
と
収
入
が
変
わ
ら
な
い

場
合
は
、
７
月
に
納
入
通
知
書

を
発
行
し
ま
す
。

 

７
〜
９
月
は
現
金
ま
た
は
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
、
10
月
か

ら
は
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
再

開
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課　

医
療
給
付
係

　

内
線
５
５
２
５

　

昨
年
７
月
に
実
施
し
た
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
で
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
「
愛

の
は
が
き
募
金
」
に
よ
り
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

募
金
は
次
の
団
体
の
活
動
費

４月の納税

納税には便利な口座振替を
ご利用ください

税目

納期

国民健康保険税(４月分)

4月30日(木)

飯田市天然記念物に指定

　樹齢約120年、栽培樹としては伊那谷で最も古い梨の木
で、当地域の梨栽培の原点となった木です。今でも100個ほ
どの実をつけます。
　伊那谷の農業は養蚕の衰退後、果樹園の経営に移行しま
した。梨の栽培を広めた丸山三吉さんは、安政２（1855）
年新潟県中蒲原郡で生まれました。最初は新潟から梨を運
んで販売をしていましたが、明治22年ごろに上飯田町（現在の滝の沢）で栽培を始めました。こ
のころ、今回指定した早生赤梨の木を移植しています。
　梨の栽培は、最初は順調でしたが赤星病や黒星病が発生し、ほとんどの梨の木が枯れてしまい
ました。三吉さんは静岡市の農業試験場へ農薬の作り方を習いに行き、周辺の果樹園に教えて回
りました。その後病害虫の防除や栽培の技術が進歩し、三吉さんたちの努力が実って、飯田・下
伊那地域は現在のような梨の産地となりました。
　梨の栽培は昭和初期に二十世紀が盛んになり、新水・幸水・豊水・南水へと転換し、早生赤梨
は栽培されなくなりました。今回指定となった木を含め４本の早生赤梨の木が残っています。

（3月23日）

丸山の早生赤梨（丸山）

まる 　やま          わ     せ    あか   なし

■問い合わせ　生涯学習・スポーツ課　文化財保護係　内線3575
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
月
分
の
年
金
天
引
き

愛
の
は
が
き
募
金

ご
協
力
へ
の
お
礼
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南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
で
は
、
南
ア

ル
プ
ス
の
世
界
自
然
遺
産
登
録

に
向
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
南

ア
ル
プ
ス
の
学
術
的
な
価
値
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成

21
年
度
の
総
会
と
、
自
然
環
境

や
地
質
な
ど
の
登
録
基
準
（
ク

ラ
イ
テ
リ
ア
）
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
９
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分
〜
５
時

▼
場
所　

静
岡
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ
あ

　

（
静
岡
市
駿
河
区
馬
渕
）

※

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎

を
し
ま
す
。

▼
内
容

○
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
講
演
会

○
南
ア
ル
プ
ス
特
別
企
画
展

　

な
ど

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

　

４
月
28
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
飯
田
市
事

務
局
（
環
境
課
内
）

　

内
線
５
２
４
８

平成21～23年度の介護保険料を改定しました

○介護サービスの利用者の増加や施設整備により、介護給付費の増加が見込まれるため、平成
21～23年度の第１号被保険者の介護保険料を改定しました。

○改定後の介護保険料は平均7.2％の増となり、介護保険料基準額は4,245円（年額50,940円）
となります。この基準額から所得に応じた９区分により、保険料額が決まります。

○介護サービスを必要とする方を社会全体で支えるための制度で、40歳以上の方が被保険者
（40～64歳の方は第２号被保険者、65歳以上の方は第１号被保険者）となります。
○介護保険料は、40～64歳の方は、加入している医療保険の保険料と一緒に徴収されています
が、65歳以上の方は年金からの天引き、または口座振替や現金により納めていただきます。
○介護保険制度は保険料と公費で運営しています。30％を40～64歳の方、20％を65歳以上の
方からご負担いただき、50％は、国、県、市で負担しています。

基準保険料

介護保険制度とは

■問い合わせ　介護高齢課　介護保険係　内線5392

区分

１区分

２区分

３区分

４区分

５区分

６区分

７区分

８区分

９区分

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

月平均額

1,485円

2,120円

3,185円

4,035円

4,245円
（基準額）

5,095円

5,305円

6,370円

7,430円

年額

17,820円

25,440円

38,220円

48,420円

50,940円

61,140円

63,660円

76,440円

89,160円

生活保護を受けている方、または世帯全員が市民税非課税で老齢
福祉年金を受給している方
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の所得合計金額と課税
年金収入額の合計が80万円以下の方

世帯全員が市民税非課税で、第１･２段階以外の方

本人が市民税課税で前年の所得合計金額が125万円未満の方

本人が市民税課税で前年の所得合計金額が125万円以上200万
円未満の方
本人が市民税課税で前年の所得合計金額が200万円以上400万
円未満の方

本人が市民税課税で前年の所得合計金額が400万円以上の方

本人の前年の所得合計金額と課税年
金収入額の合計が80万円以下の方
本人の前年の所得合計金額と課税年
金収入額の合計が80万円を超える方

本人が市民税非課税で、
同居の世帯員の中に市
民税課税者がいる方

対象(第１号被保険者)

改定後の保険料

南
ア
ル
プ
ス

ク
ラ
イ
テ
リ
ア
講
演
会
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４
月
か
ら
「
緑
の
募
金
」
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
学
校
や
公
園
、
集
会
所
な

ど
地
域
の
公
共
施
設
の
緑
化
、

森
林
の
保
護
、
健
全
な
森
林
づ

く
り
、
国
内
外
で
の
緑
豊
か
な

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
な
ど
で
募
金
を
取
り
ま

と
め
、
市
役
所
受
付
、
り
ん
ご

庁
舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
届

け
く
だ
さ
い
。

▼
20
年
度
の
募
金
報
告

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
４
３
５
万
７
５
３
５
円

の
募
金
は
、
㈶
長
野
県
緑
の

基
金
を
通
じ
、
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

林
務
課

　

内
線
４
８
６
１

　

安
全
で
安
心
し
て
食
べ
ら
れ

る
農
産
物
を
作
る
た
め
、
農
薬

の
使
用
に
は
次
の
こ
と
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
散
布
時
の
注
意
事
項

○
作
物
ご
と
に
登
録
の
あ
る
農

薬
を
、使
用
濃
度
、使
用
量
、

使
用
期
間
と
そ
の
回
数
を
確

認
し
、ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て

い
る
方
法
で
正
し
く
使
う

○
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、

周
囲
の
状
況
、
風
向
き
や
散

布
方
法
に
注
意
し
、
住
宅
や

道
路
な
ど
に
散
布
し
な
い

○
隣
接
す
る
ほ
か
の
作
物
に
農

薬
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
、

同
じ
農
地
内
で
の
複
数
品
目

の
作
付
や
、
収
穫
時
期
の
異

な
る
品
種
の
作
付
を
で
き
る

限
り
行
わ
な
い
な
ど
の
工
夫

を
行
う

▼
残
液
の
扱
い
に
つ
い
て

○
農
薬
は
残
液
が
出
な
い
よ
う

に
調
剤
す
る

○
道
路
で
は
農
薬
散
布
機
械
の

洗
浄
を
し
な
い

※

水
質
汚
濁
事
故
防
止
の
た
め

農
薬
お
よ
び
散
布
機
械
の
洗

浄
水
を
河
川
、
水
路
、
側
溝

な
ど
に
絶
対
に
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
農
業
課　

生
産
振
興
係

　

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

○
農
薬
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
３
６

▼
期
日

　

５
月
30
日
㈯

▼
内
容

○
お
話

　

土
星
の
環
が
消
え
る

・
時
間

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

○
星
の
観
察

　

土
星
と
月
を
見
よ
う

・
時
間

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
場
所

　

科
学
工
作
室
ほ
か

▼
講
師

　

奥
村
茂
実
さ
ん
、
平
澤
喜
代

重
さ
ん

▼
申
込
期
限

　

５
月
29
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

美
術
博
物
館

　

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

火災情報
○○時○○分、飯田市○
○で建物火災が発生しま
した。

■問い合わせ　秘書広報文書課　情報システム係　内線2227

◆登録上の注意
○すべての情報が必要な場合は、そ
れぞれ登録をしてください。
○携帯電話の設定でインターネット
からのメールの受信拒否をしてい
る場合は、city.iida.nagano.jpを
受信したいメールドメインの項目
に登録してください。

いいだ安全・安心メールを配信しています
市では、火災発生や事件・事故などの情報をメールで配信していま
す。このサービスを利用するためには、次のとおり利用者登録が必要
です。ぜひ登録をしてください。

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信してく
ださい。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用ホームページのアドレス(URL)
をクリックしてください。

◆登録方法

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。（登録完了）
登録用QRコード

火災情報 その他の情報

▼手順1

▼手順2

▼手順3

火災情報
事件・事故情報、不審者情報、
気象・災害警報、その他の情報 iida.jh@mpme.jp

iida.kj@mpme.jp

◆登録の取消方法
　次のメールアドレスにメールを送信し、返信メールに記載された取り消し用
ホームページのアドレス（URL）をクリックし、ガイダンスに従ってください。
○火災情報の取り消し　iida.kjbye@mpme.jp
○火災以外の情報の取り消し　iida.jhbye@mpme.jp

動物園の
休園日

■問い合わせ 動物園
☎0265(22)0416

４月20日㈪◆27日㈪
　◆30日㈭
５月７日㈭◆11㈪
　◆18日㈪◆25日㈪

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

農
薬
の
安
全
な

使
用
に
つ
い
て

親
子
天
文
教
室

宇
宙
を
の
ぞ
こ
う
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飯
田
市
出
身
の
古
生
物
学

者
、
長
谷
川
善
和
さ
ん
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
化
石

や
、
骨
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
３
日
㈷
〜
５
日

㈷
・
24
日
㈰
・
31
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

４
日
・
24
日
は
化
石
発
掘
体

験
、
３
日
・
５
日
・
31
日
は

化
石
の
レ
プ
リ
カ
作
成
が
で

き
ま
す
。

▼
場
所

　

追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
術
博
物
館

　

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　

地
域
の
中
で
新
し
く
社
会
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始

め
る
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
を
応

援
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

60
歳
以
上
の
方
５

人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▼
条
件

○
社
会
奉
仕
な
ど
を
目
的
と
す

る
活
動
で
あ
る
こ
と

○
今
年
度
新
た
に
取
り
組
む
活

動
で
あ
る
こ
と

○
１
年
以
上
継
続
し
て
活
動
す

る
こ
と

▼
活
動
内
容
の
例

○
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
支

援
事
業
（
健
康
教
室
の
運
営

な
ど
）

○
公
共
施
設
の
清
掃
、
花
壇
の

整
備
な
ど
の
環
境
美
化
活
動

○
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル　

な
ど

▼
助
成
限
度
額　

10
万
円

▼
申
請
方
法

　

り
ん
ご
庁
舎
介
護
高
齢
課
に

用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙

に
活
動
内
容
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

５
月
29
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課　

高
齢
者
係

　

内
線
５
３
８
２

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
電

話
に
よ
る
国
税
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
相
談
は
、
国
税
局
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

　

税
務
署
の
代
表
電
話
に
電
話

を
い
た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案

内
に
変
わ
り
ま
す
。
音
声
案
内

に
従
っ
て
電
話
を
お
か
け
く
だ

さ
い
。

▼
音
声
案
内
の
操
作
方
法

・
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
の
申

告
や
税
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
場
合

　

「
１
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い

・
税
務
署
へ
の
面
接
相
談
予
約

や
直
接
お
話
し
を
す
る
場
合

　

「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い

※

税
務
署
で
の
個
別
の
面
接
相

談
は
、
十
分
な
相
談
時
間
を

必
要
と
す
る
た
め
、
事
前
に

電
話
に
よ
る
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

飯
田
税
務
署

　

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
５

　

伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　

み
ん
な
で
ず
っ
と
自
然
を
見

守
る
全
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

〜
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

　

１
０
０
０
〜

▼
日
時　

５
月
９
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　

高
川
晋
一
さ
ん
、
北
沢
あ
さ

子
さ
ん
、
蛭
間
啓
（
専
門
研

究
員
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
術
博
物
館

　

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　

古
代
の
人
々
が
身
に
つ
け
て

い
た
よ
う
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

（
と
ん
ぼ
玉
）
を
ガ
ラ
ス
で
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

　

16
歳
以
上
の
方

▼
日
時　

５
月
13
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　

上
郷
考
古
博
物
館

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
定
員　

20
人

▼
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
保
険

加
入
の
た
め
）
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
往
復
は
が
き

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

５
月
２
日
㈯
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
３
９
５
＿
０
０
０
３

　

飯
田
市
上
郷
別
府

　

２
４
２
８
＿
１

　

上
郷
考
古
博
物
館

　

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

○
Ｅ
メ
ー
ル

　

kouko@
iida-m

useum
.or.g

交通事故発生状況
（3月31日現在）

件数・・・123人（ー43）

死者・・・　　0人（ー1）

傷者・・・160人（ー36）

（   ）内前年同期対比

運転中
　見逃さないで
　　　　小さな手

福祉事務所（福祉課・子育て支援課・介護高齢課）

は
本町１丁目15番地
にあります。

本町市役所 ・市民証明コーナー
・男女共同参画課

りんご並木りんご並木

銀座銀座

りんご庁舎のご案内りんご庁舎のご案内 追
手
町
小
学
校

化
石
標
本
室
を
公
開

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の

活
動
を
応
援
し
ま
す

国
税
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ

ぎ
や
ま
ん
工
房

平
日
講
座

美
博
の
自
然
講
座
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■申し込み・問い合わせ
　飯田市歴史研究所
　☎0265（53）4670　FAX：0265（21）1173
　Eメール　iihr@city.iida.nagano.jp

第51講座　７月11日㈯・12日㈰
▼講師　佐藤全敏さん（信州大学人文学部准教授）
▼場所　上郷考古博物館１階会議室

第１テーマ　古代天皇の食卓
　「食事」とは不思議なものです。食事にはいつの時
代も、その時代や社会の様子、そして食べる人の価
値観までもが映し出されています。この講義では、平
安時代の天皇の食卓をとりあげ、それがあるときに
劇的に変化することを具体的に論じます。なぜ天皇
の食卓は変化して、それはどんな変化だったのでしょ
うか。そういった問題も一緒に考えてみたいと思いま
す。食事という日常生活のささやかな部分から、国家
支配理念の変容、そして東アジア世界の変動がみえ
てくるはずです。

第２テーマ　古代天皇の食材の集めかた
　天皇が口にする食材は、どのように集められていたの
でしょうか。これは生々しい「支配」の問題でもありま
す。この講義では、奈良・平安時代の天皇の食材＝贄
（にえ）が、いかにして全国から収取されていたのか
を具体的に論じます。あらかじめ述べれば、それは性
格の異なる３つのシステムから成り立っていました。
そしてあるとき一斉に変質していくのです。３つのシ
ステムとはどういうものだったのでしょうか。そしてそ
の変化の意味するところは何でしょうか。古代天皇
の性格変容を考えたいと思います。

○時間

※各講座開催場所が異なりますのでご注意ください。
○定　員　各講座30人
○受講料　１コマ　100円（資料代）
※上郷考古博物館を見学する場合には、別途入館料が
必要です。（大人200円）

１日目　午後１時30分～５時
２日目　午前10時～午後２時30分
１コマ　90分で、各講座４コマ（各日２コマ）

○申込方法　電話、FAXまたはEメールでお申し込みくだ
さい。

　※FAX、Eメールでのお申し込みは住所・氏名・電話番
号を明記してください。

第49講座　５月９日㈯・10日㈰
▼講師　小谷汪之さん（東京都立大学名誉教授）
▼場所　上郷考古博物館１階会議室

第１テーマ　人と土地の関係史
　日本とインドの事例から、前近代社会における人と土
地との関係が「近代化」政策の中で、どのように変わ
っていったのかという問題を考えてみます。それは、
私的土地所有を歴史的に相対化して、未来に向けて
人と土地とのあるべき関係を模索することにつなが
ると思います。

第２テーマ　インド教・仏教における罪
　インド教や仏教では、悪いことをすると地獄へ落ちる
といい、また、死後人はさまざまな生き物に転生する
ともいいます。この両立しそうもない考え方をどう理
解すべきなのでしょうか。
　インド教では、罪ほど恐ろしいものはありません。一
度罪を犯せば、その罪がどこまでもついて回るとされ
ます。仏教でも罪は恐ろしいもので、堕地獄（だじご
く）の恐れは人々の心に深くしみこんでいました。し
かし、中国を経て日本に入った仏教の場合、インド教
ほど罪の観念を肥大させることはなかったようです。
その違いがどうして生じたのかも考えてみたいと思
います。

第50講座　５月30日㈯・31日㈰
▼講師　千々和到さん（國学院大学文学部教授）
▼場所　りんご庁舎３階会議室

第１テーマ　中世の人々の祈りの風景
　中世の人々の願いは、一言で言えば「現世安穏、後生
善処」ということでしょう。現世の平穏を願ってさまざ
まな祈祷（きとう）をし、また死後の極楽往生を願って
さまざまな供養をし、仏像を作り、あるいは五輪塔、板
碑（いたび）、宝篋印塔（ほうきょういんとう）などの
石塔を立てました。この講座では、そうした祈祷や石
塔の造立などにこめられた、中世人の願いをできる
だけ具体的に見ていくことにします。

第２テーマ　中世の誓約の作法
　中世には、戦争を終結するなど何らかの約束をする
とき、さらには事件の犯人ではないかと疑われて身
の潔白を証明するようなとき、必ず「起請文（きしょう
もん）」という誓約の文書を書きました。起請文は、単
なる誓約書ではなく、神々や仏の名を書いてその神
仏に対して約束し、うそをついたときは神罰・仏罰を
受ける、というものでした。起請文について考えるこ
とから、中世の人々と神・仏との関わりをあらためて
考えることができそうです。この講座では、上田市の
生島足島神社に所蔵されている武田信玄に対して
武将たちが忠誠を誓った大量の起請文にも触れな
がら、起請文について検討していくことにします。



大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。古紙配合率100％白色度70％の再生紙

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ ☎０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●公式ウェブサイト http://www.city.iida.lg.jp/

飯田市の人口（4/1現在）■人口＝105,867人（前月比-395）男50,693人／女55,174人  ■世帯＝37,682戸（前月比-87）

場　所相談名 日　時 問い合わせ

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

障害のある方
または

ご家族の相談

毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０

5月12日（火）
１３：００～１６：００

5月11日（月）
5月25日（月）

１３：３０～,１５：００～

5月10日（日）
5月17日（日）

１３：００～１６：００
受付１５:3０まで

毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０

さんとぴあ飯田

教育委員会棟
３ 階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）
※本人の相談が原則
写真１枚が必要

家庭児童相談 りんご庁舎２階

市 役 所
保健センター

毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０

場　所相談名 日　時 問い合わせ

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０ りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

相談は無料、秘密は厳守します。各種相談所

悩みごと

法律相談

特 別

一 般

毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０
5月19日（火）
１３：３０～１6：３０
毎週火曜日

１３：００～１６：００
受付１５：００まで
毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０

毎週月～金曜日
8：3０～１７：3０

毎週水曜日
１３：００～１７：００
毎週金曜日

１３：００～１７：００

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

さんとぴあ飯田

子育て支援課
内線５３４７

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

（予約制）

ポルトガル語

中 国 語
男女共同参画課
内線５３５１

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

地域づくり・庶務課
内線２１１１

保健課
内線５５１５
（予約制）

子育て支援課
内線５３０１
教育相談室
内線３５８１

専用電話（FAX兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

男女共同参画課
内線５３５１（予約制）

女
性
の
た
め

の

相

談
心
配
ご
と
相
談

外
国
語
相
談

高齢者福祉相談
高齢者介護相談 りんご庁舎２階 介護高齢課

内線５３８３

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

ほっとらいんＩＩＤＡほっとらいんIIDA
チャンネル

お知らせ
　6：00　12：15　15：00　19：30
お知らせ再送
　6：15　12：30　15：15　19：45
ＮＨＫニュース　７：00　11：50　  14：55
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：30

１チャンネル

２２チャンネル

３チャンネル

４４チャンネル

内容・時間

■テレビ広報
 ○飯田市の政策や行事などを紹介します。

■市民だより
 ○市からのお知らせをお届けします。
　月～金曜日　7:20　9:20　18:20　19:20　20:20　23:20
　土・日曜日　7:20　9:20　11:50　13:20　18:20　19:20
　　　　　　　20:20　21:20

放送日 放送時間

●機器の故障は局番なしの113（NTT）

713713チャンネルデジタル

２２チャンネルアナログ

市議会開会中（午前10時～
終了まで）は、議会中継を放
映します。

714714チャンネルデジタル

55チャンネルアナログ

飯田エフエム放送 ケーブルテレビ

■広報いいだの風
 ○飯田市からのお知らせ
　月～金曜日
　 7：10～  8：53～ 12：53～
　14：53～ 16：53～ 18：53～
　土・金曜日
　 7：10～ 12：10～ 17：10～

■かざこし歳時記
 ○飯田市企画番組
　月～金曜日
　 6：43～ 6：58
　19：43～19：58（再）
　12：38～12：53
　16：38～16：53（再）

76.376.3 ＭＨｚＦＭ

５月２３日～２４日

５月１８日～２２日

放送曜日 番　組　名 第何週 内　　　容

ほのぼの飯田 毎週 動物園・子どもの森公園・かわらんべの情報
公民館リレー 1 座光寺公民館の活動を紹介
広報いいだの紹介 2 「広報いいだ」１日号の紹介
さわやか健康 3 健康に関しての番組
くらしと環境 4 環境保全活動の紹介
市役所情報 毎週 市役所各課からの広報
子育て大好き 1 子育てに役立つ情報
ニュースイン119 2 消防署と消防団による消防広報
市民の安全110番 3 安全に関する情報広報
消費生活メモ 4 消費生活に関する情報番組
保育園だより 毎週 山本・中村・殿岡・鼎東保育園の紹介
本の散歩道 1 本の読み聞かせ
伊那谷の自然 2 伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介
伊那谷の歴史 3 飯田下伊那の歴史の一幕にスポット
ふれあい福祉 4 ボランティア・催し物・行事など紹介
小学校だより 毎週 松尾・山本・川路・鼎小学校の紹介
市立病院だより 1 市立病院医師のお話
サークル紹介 2 伊賀良公民館のグループやサークルを紹介
大好き農業 3 農業に関係した活動や、事業を紹介
いきいきライフ 4 いきいきと暮らす高齢者などを紹介
中学校だより 毎週 鼎・緑ヶ丘・竜峡・飯田西・遠山中学校の紹介
観光情報 1 飯田の観光情報の紹介

文化会館の事業の紹介
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介
図書館の行事や話題の本などの紹介

木曜日

金曜日 いいだ、文化の窓
（文化会館・美博
　図書館情報）

２
〜
4

月曜日

火曜日

水曜日

「かざこし歳時記」５月番組表
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